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1. 研究背景および目的 

鋼橋は，腐食等により部材が減肉するため，補修や

部材の取替えで機能維持を図っている．ここで，肉盛

溶射を腐食減肉した部材断面の補修に用いることで，

鋼部材の性能を回復でき，より効率良い補修法が提案

できると考えられる．肉盛溶射は減肉した機械部品を

元の寸法に再生させる技術として挙げられる．溶射皮

膜の性質として，多孔性であり 1)，溶射皮膜の弾性率が

金属材料のそれより小さいことは知られている．この

溶射皮膜と被着鋼板（以下，鋼板）の付着性も明らかで

はなく，本研究では，肉盛溶射を施した鋼板，溶射金

属，鋼板の引張試験により，肉盛溶射を施した鋼板の

引張特性を調査した． 

2. 実験 

本研究では，素地調整程度 1 種により表面処理を行

った 2 枚の SS400 鋼板（板厚 5mm，縦 200mm，横

300mm）を用意し，13Cr ステンレス鋼を約 5mm 厚に

溶射した．溶射法はアーク溶射法とし，溶射電圧は

31~35V，溶射電流は 200~230A，溶射距離は 200~300mm

はとした．これはアーク溶射法が他の溶射法と比較し

て成膜速度が速く，母材への熱影響が小さいため部材

修復に適している 3)と考えた． 

溶射を施した鋼板を縦方向に幅 200mm の短冊状に

切断した後，その皮膜表面を 1mm 程度研磨し，図-1に

示す JISZ22412)13B 号試験片を 3 片製作した．肉盛溶射

を施した鋼板の断面寸法は表-1に示すとおりである．

そのうち 1 片から鋼板と溶射金属を分離し，表-2に示

す鋼板と溶射金属の単一供試体を製作した． 

載荷には 1,000kN 万能試験機を用い，載荷速度は

0.5kN/s とした．試験中は図-1に示す位置においてひず

み計測を行い，溶射皮膜と母材の荷重分担関係や平面

保持の仮定が成立するかどうかを確認する．なお，試

験体 No.2 の側面にひずみゲージを貼付している． 

3. 実験結果および考察 

鋼板と溶射金属の単一試試体より得た機械的性質を表-2，応力-ひずみ関係を図-2にそれぞれ示す．溶射金

図-2 応力-ひずみ関係 

表-1 肉盛溶射を施した試験体形状 

図-1 試験体寸法（単位：mm） 

表-2 鋼板と溶射金属の機械的性質 
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溶射鋼板1 10.481 4.667 72.734 58.387

溶射鋼板2 10.504 4.914 61.463 69.917
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属の弾性係数は鋼板のそれの約 1/4 倍となった．鋼板

の破断伸びは約 34%，また溶射金属の応力-ひずみ関

係は破断するまで線形を保ち，溶射金属の破断伸びは

0.07%であった． 

引張試験で得た肉盛溶射を施した鋼板の荷重 P – 

ひずみ ε関係を図-4，試験体 No.2 において，肉盛溶

射と鋼板が均一に伸びると仮定したときの荷重 P – 

ひずみ ε関係と引張試験で得た荷重 P – ひずみ ε関係

を図-5,試験体 No.2 の板厚方向のひずみ分布を図-6

に示す．図-6のひずみは，試験体中央の鋼板・肉盛溶

射の各表面に貼付したゲージの値である．図-6 の縦

軸は鋼板下面を原点とした． 

 載荷初期の P - ε関係は，鋼板・肉盛溶射ともに，試

験体 No.1, No.2 でほとんど一致している．鋼板の P - 

ε関係に非線形性が表れた後は，両方の挙動に違いが

表れ，肉盛溶射の破断のタイミングによりピーク荷重

に差が生じた． 表-2に示した上降伏応力を用いて計

算される鋼板の降伏荷重は約 27kN であるのに対し

て，No.1, No.2 のピーク荷重はそれぞれ，30kN, 35kN

であった．  

試験体 No.2 において引張試験で得た肉盛溶射の P 

- ε 関係の傾きは鋼板のそれの約 1/1.22 倍であるのに

対し，肉盛溶射と鋼板が均一に伸びると仮定した肉盛

溶射の P - ε 関係の傾きは鋼板のそれの約 1/4 倍であ

る．また，板厚内のひずみ分布から，引張を受ける片

側から肉盛溶射した鋼板のひずみ分布は，鋼板内では

ほぼ一様であるが，溶射金属内では，鋼板から離れる

ほどひずみが大きいことがわかる．以上より，片側か

ら肉盛溶射を施した鋼板において，肉盛溶射と鋼板のひずみ分布は均一ではなく，肉盛溶射は鋼板の弾性域を

拡げる効果が期待できることがわかる．

4. まとめ 

 本研究では，鋼板，溶射金属，肉盛溶射を施した鋼板の引張試験を実施して肉盛溶射を施した鋼板の引張特

性を引張試験から明らかにした． 

1) 肉盛溶射を施した鋼板は, 肉盛溶射が荷重を分担する． 

2) 肉盛溶射を施した鋼板は，肉盛溶射と鋼板では板厚内のひずみ分布から均一ではなく，肉盛溶射は鋼板の

弾性域を拡げる効果が期待できる． 
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図-4 荷重-ひずみ関係 

図-6 板厚方向のひずみ分布 試験体 No.2 

図-3 破断後の様子 

b) 試験体 No.2 a) 試験体 No.1 
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図-5 試験値と計算値 
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